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2大正十五年一月十四日の日食について
山　本　一　清
　此の一九二六年一月十四日には印度洋で起る皆既日食：がある。今，英國航海
暦から，批の日食の要素（EJ　ements）を摘記するミ，
　　日月が同じ赤経に來る時刻ば一九二六年一月十四日六時三十七分五十六秒七
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（グIJニチ時）
　　　　　　　　　　郎ち同　同十五蒔三十七分五十六秒七
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（日本中央標準時）
其の畦の日s月の赤経は
　　　　それが苺時間，太陽［t
　　　　　　　　　　　月　1工
叉其の時，太陽の赤緯匡
　　　　　　それが毎時間，北へ
　　　　月の赤緯it
　　　　　　それが毎時問北へ
叉其の時，太陽の赤道地挙鯉口に
　　　　太陽の眞の親瓦経匡
　　　　月の赤道地亭観差ば
　　　　月の眞の親壷皿ば
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　エ　　　　　　　き
40　　4920
　　　10．79即し，
2　　　42。45　櫓「す0
25’　36・4（南）
　　25．9暦す，
13　31．6（南）
2　57・1槍す
　　　8．9
16　　15．6
1　　12．7
16　　39．9
　回れだけあれば日食の総ての事情は一通り計算：が出來るのであるが，主要な
事情は
　現　象
部分食の始まり
皆既食の始まり
正午に食甚
皆舞食の終り
郡分食の終り
　（日本中央標準時）
一月十四日12時58・6分
　　同　　　13　55．1
　　同　　　15　37．9
　　同　　　17　17．8
　　同　　　18　14．3
　現象の起ろ地黒占
（グ可ニチ経度）
東33。47’
　21　9
　82　45・
　141　58
　129　24
　（緯度）
北　307t
北　6　52
南10　5
北14　28
北10　44
　之れで見るE，食はアフリカのナイル河の上流地に始まって，中心線は直ぐ
印度洋に出で，一旦南緯十度以下にまで下って，再び北へ向ひ，オランダ領ス
マトラ島のベンクーレン附近に上陸し，次いでバンカ，ボルネオ，ミンダナオ
の三つの島を通過して，我が國の南方海上に終る。
　中心線の上に當る所々で線の幅や皆既時間を墓けて見るε，例へば
アブIJ力東海岸でば
中心線の幅
106キロ
　皆既時間
2分　　13秒
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　　印度洋上，東経80度でに　　　　　］47　　　　　　　　　　4　　　10
　　スマトラ島西岸でば　　　　　　　126　　　　　　　　　3　　　22
　　同　　　東岸で111　　　　　　　　122　　　　　　　　　　3　　　9
　観測のtめに最も二二の好い所が大部分印度洋上にあるのは残念であるが・
しかしアフリカの東岸や，スマトラ，ボルネオあたりでも，位置εしては観測
に適しないわけではない○殊にスマトラ島の西海岸は，天氣も此の頃は可なり
な望みがあり，又，附近にはベンクーレン（Benkoelen）εいふ小者β會もあるの
だから，今度の観測地ミして此の邊を誰も着目してみるであらう。
　部分食の見える二二は，勿論，廣い。アフリカは，西部ミ南端εを除けば，
何所からでも之れが見えるし，アジアも，小アジアの南部，アラビアミ印度傘
島の大部分，支那本部ε印度支那あたりは皆部分食の見える塵城内である。我
が日本も，北海道，樺太及び千島を除けば，他からは一・ncに部分食が何等かの
形で此の日に見えるこミに，地瓦の上からは，なってみる。但し，朝鮮ミ内地
一般は部分食其のものが全く終って了はないうちに日が西に没するこSになっ
てみるから，都合は誠にまつい。それ等に比べるミ皇灘は幾らか良い。墓濁で
は四：分乃至五分の部分食が午後三時五分（日本の西部標準時）頃から始まって，
日没前に終るこミになってみるから，一慮，観測は出來：るわけである。南満洲
も亦3“く淺い部分食が兎にかく終りまで見えるこミになってみる。但し何れも
西方の地話線に何も遽ぎるものが無い地勢を選ぶ必要がある。
　此の日食に，我が日本からは公私の観測除が一つも派遣されないのは遺憾で
あるが，日本より云い米蘭学二二な曹の冗々からは其れ々々器械を携へて，多
くは前記スマトラ島へ集まるらしい。此の八月に京都大學へ來訪しナこ」．A．
Miller（Zラー）教授は二二Swarthm．ore　Col】egeからの観測縁長ミして日本へ
立ち寄ったのであるが，此の縁には米國アレグニー　（Allegheny）四二皇の
H．D．　Curtis（カーテス）塞長も加はる筈である。オランダからは，スマ1・ラ島
が自國の領土であるため萬事好都合で，李生バタ些アにるるVoute（ヴL　F）
氏が出かけるのみならす，本國からはるばるこ，ウトレヒト大學天文皇のヅン・
デル・ビルト（Van　der　Bilt）氏εアムステルダムのパンネクーク（Pdnnekoeck）
氏εか遠征して來る筈であるし，英國からは例のグリニチ天文皇の入々，フラ
ンZからは多分マルセイユの天文毫長ボスレ（Bosler）氏，猫乙からもショア
ルーデンゼルフ等の誰れか、“参加するだらう。
　日食の場合に観測すべきものは大艦次の四種類に別れる。
　L　日食の始め終りの時刻を精密に観測するこミ。一一これにより，太陽に
封ずる月の位置を知り，月の蓮動に回する正確な智識を得る。月は太陽ε地球
Sの引力を受けてみるナこめ，其の蓮行法則は未だ徹底的に解けない難問題であ
る。だから月の現在の位置を観測するこεが理論研究者のkめにも航海者のk
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めにも非常に必要なこεである。
　2．皆翫日食：の始めこ終りεに見える閃光（Flasli）のスペクトル齪測。一一
之れは太陽表面を掩ふ彩球（Chronユosphere）や紅焙（Prominence）の構造を知
るナこめに：重要である0
　3．皆翫日食の最中に見えるコロナ（Corona）の観測。一一此の」ロナを大
型小型の爲眞に撮影して詳細な櫃造を知り，1コvナの全艦の光輝や其の分布を
測定し，叉，コロナの光りをスペクトルに分折して其の化學構造を知る。コロ
ナの中には日光を三時する宇宙塵ε自ら平等する一種のガス艦εがあるこεは
知れてみるが，其の宇宙塵やガスの正髄は今筒ほ完全には解ってみない。
　4．日食中の地球上の攣動の研究Q一一日食の始めから終りまでの氣温や氣
歴の憂化，地磁氣の憂動，無線電波の異常な現象等が齪測される。叉，皆既食：
の直ぐ前ε後εに陰影帯（Shadow：Band）ご呼ば才しる一種の二様が地面上に現
はれ，之れが復難に動経するこεであるσ之れは，多分，日食の時の地球の塞
氣の攣動によるものらしいが，此種の観測は比較的近頃から一般に注意され姶
めたものである。
　皆既日食は地球上の小部分からのみ擬測される。一一所謂皆i懸泉に當る地方
だけである。しかし部分食は可なり勢い面績にわたって見える。例へば，前述
の如く，今度の日食も，北海道や樺太を除く日本全開からは部分食εして見ら
れる。部分食には，コロナの肚観や紅焔の形は観られないが，食の始め終りの
時刻は立派に観測が出來る。だから誰でも精確な時計を持ってるる人々には此
　　　　　　　　　　　　　　　やの種の観測をす・め九い。うまく行れば學界へ多大の貢献εなるものである。
　日食も月蝕も可なり二二現象であるが，殊に皆既日食は，地球上の一二の土
地に住んでみる人々には藪百年間待ってるても見られないこεが多い。現に日
本の内地では2035年頃始めて本州中部あたりで見る日食があるまで潤うした機
會は全く無い。ひろく日本全禮εして見ても1936年六月十九日に樺太で見え
る皆翫食ミ，1943年二月四日に北海道で見える皆既日食ざが最近の未習であ
る。だから研究者も物好きも族行して，一生に一度は見るべきである。
　1926年七月十日には太李洋上で金環食があるが，其の日にも日本では部分
食が見える。
はがき便り
　拝啓
「天界」の健全な生長た心から御喜び申し
ます。その間隔校で二吋素論鏡で月，木
星，金星，ナ刀ナン星雲，アンドロメダ星
雲・等な見ました。特に木星の衛星が四つ
整然亡殆んご一直線潜なしてみるの為見
ずこ時…，N．　liSl　一“感歎詞ゐρ爽ぜす畦こlt居られま
ぜんでしナこ。此の頃は晴れ四つ象冬の夜
た利用して毎夜星ビ仲良しです。そして
星に何にも感じない者に人生の幸蔵なも
の；5e一つ見出ぜぬ憐れな者だ亡命へて居
ます。　　　　　　　　　　　　早々
十二月九日　　　　　埼玉の一會員
